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　「認知症は自分には関係ない」と思っていませんか。認知
症は年齢に関わらず、誰もがなり得るものです。たとえ認
知症になっても、すぐに何もできなくなるわけではありませ
ん。近年、「認知症になってもできることややりたいことを
やりながら、仲間とつながり、希望を持って自分らしく暮ら
し続ける」という「新しい認知症観」が広がってきています。
　自分や家族の将来のためにも、認知症について考えてみ
ませんか？

ま
す
。
市
で
は
、
月
間
に
合
わ
せ
て
、

懸
垂
幕
を
掲
示
し
た
り
、
認
知
症
に
関

す
る
情
報
や
市
が
実
施
し
て
い
る
認
知

症
施
策
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
展
示

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
9
月
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー（
認
知
症
）

月
間
」
で
す
。
9
月
21
日
は
、「
世
界
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
（
認
知
症
の
日
）」

と
さ
れ
、
世
界
中
で
認
知
症
に
関
す
る

啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
人
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
家
族
の

介
護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
、
地
域
住
民

に
認
知
症
の
啓
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
4
月
か
ら
新
た
に
2
カ
所
の
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
1

つ
と
し
て
、
え
び
の
警
察
署
と
連
携
し
て

「
え
び
の
市
わ
ん
わ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」

を
結
成
し
て
い
ま
す
。
27
頭
の
わ
ん
ち
ゃ

ん（
25
人
の
飼

い
主
）が
登
録
し

て
い
ま
す
（
7

月
31
日
現
在
）。

毎
日
の
散
歩
の

時
に
認
知
症
支

援
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
ー
の
オ
レ
ン

ジ
の
バ
ン
ダ
ナ

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の「
応

援
者
」
で
あ
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
し
、
認
知
症
に
優
し
い
え
び
の
市
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
度
は
、小

・
中
学
校
や
金

融
機
関
、消
防

署
、家
庭
教
育

学
級
な
ど
、18

団
体
の
3
8
3

人
が
受
講
し
ま

し
た
。
ど
な
た

で
も
受
講
で
き

ま
す
。
興
味
の

を
つ
け
、
地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
人
や
団
体
は
、
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日 

毎
月
第
3
水
曜
日

時
間 

午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

場
所 

市
民
図
書
館 

学
習
室

※日程が変更となる場合があります。

面白い活動だなと興味があって申し
込みました。日によってルートを変
えたり、毎日見る人が歩いているか

確認したりしなが
ら散歩しています。
警察署と連携して
いるので、いざと
いう時にも心強い
です。

父の代からやっている店なので、高
齢男性のお客さんも多くいます。講
座を受けて、これまでと違う部分に

も目がいくように
なりました。日頃
の自分の生活でも
今回学んだことを
生かしていきたい
です。

InterviewInterview

栗屋 恵さんと
クロエ隊員

平山理容所 店主
平山 伸一さん

開催日 毎月第 1水曜日
時間 午前9 時30分～午前 11時30 分
場所 昌明寺 1173-69
☎ 090-3603-7663

開催日 毎月第 2 木曜日
時間 午後 2 時 30 分～午後 4 時
場所 今西 413
☎ 090-3733-8370

上妻 貴代子さん

気
軽
に
寄
れ
る
場
所
と

し
て
始
め
ま
し
た
。
外

で
の
散
歩
や
手
芸
な
ど

も
や
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
て

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う

に
し
て
い
る
の
が
う

れ
し
い
で
す
。
今
後

は
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
も
ら
え
る
仕
掛

け
を
考
え
た
い
で
す
。

認知症サポーター養成講座の紹介と
参加者の感想など、市の認知症施策
の取り組みを紹介

認知症に関する情報の紹介やグルー
プホームの作品などを展示認知症に関する情報・書籍の紹介も

声をかけてもらって参加してい
ます。普段自宅に一人で生活して
いるので、初めての人とさまざ

まな話題でお
話ができて楽
しい時間を過
ごせています。
今後も参加し
たいです。

Interview

松下 勇次さん
利用者運営者

運営者

庄村 里世さん
さと　よ

場所：市役所２階ロビー

認知症サポーターの目印のオ
レンジリング。「認知 症の人
を応援します」という意思表
示になります。認知症サポー
ター養成講座を受講すると授
与されます。

認知症サポーターキャラバンのマス
コットキャラクター。認知症になっ
ても安心して暮らせるまちづくりへ
の道のりの先頭を歩き、ロバのよう
に急がず、着実に一歩一歩進んでい
くという意味が込められています。

こう づま
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進
行
を
緩
や
か
に
し
た
り
、
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、「
診
断
を
受
け
て
か
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ま
で
の
期

間
」で
す
。
こ
の
期
間
は
、
本
人
や
家
族

が
ま
だ
支
援
は
必
要
な
い
と
感
じ
る
、

ど
ん
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
か
分
か
ら

な
い
な
ど
の
理
由
で
、「
支
援
を
受
け
ら

れ
な
い
・
受
け
な
い
」
期
間
を
指
し
ま

す
。
診
断
後
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

社
会
的
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
期
間
が

長
く
な
る
ほ
ど
、
症
状
が
進
行
し
た
り

社
会
的
に
孤
立
し
た
り
す
る
な
ど
、
家

族
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
期
間
に
、
適
切
な
相
談
に
つ

な
げ
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
や
百
歳
体
操

な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
や
そ
の
他

の
社
会
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。

　
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
自
分
自
身
の
ほ
か
、
家
族
や

友
人
な
ど
、
周
り
の
人
の
「
い
つ
も
と

違
う
」、「
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
」

と
思
わ
れ
る
症
状

に
気
付
い
た
ら
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
M
C
I
の
段
階
で
の
早
期
相
談
や
対

応
が
大
切
な
の
は
、「
認
知
症
の
空
白
期

間
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
か

ら
で
す
。
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が

直
面
す
る
問
題
に
、
2
つ
の
「
空
白
期

間
」
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、「
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
段

階
か
ら
医
療
機
関
を
受
診
す
る
（
診
断

の
確
定
）
ま
で
の
期
間
」
で
す
。
M
C
I

は
こ
の
期
間
に
該
当
し
ま
す
。「
歳
の

せ
い
か
も
」、「
も
う
少
し
様
子
を
見
よ

う
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
受
診
を
先
延

ば
し
に
す
る
こ
と
が
多
い
期
間
で
す
。

し
か
し
、
早
く
医
療
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

　認知症地域支援推進員は、認知症の人
やその家族の悩み、日常の困りごとなど
をお聞きします。相談内容に応じて、相
談者の不安軽減や専門の医療機関紹介な
どの支援を行っています。今の状態を知
り、認知症についての理解を深め、病気
について話し合うことで、安心につながり、
将来の生活の見通しを持つことができま
す。生活の質（QOL）を維持し、社会的
に孤立することなく、自立した生活を長
く続けるためにも、自分や家族に向けて
の備えをしておくことが大切です。
　地域の皆さんが、認知症になっても住
み慣れた地域で安心して暮らせるよう、
認知症施策の推進に努めていきます。

Interview

上畠 里江 
認知症地域支援推進員

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
に
、
介
護
保
険
・
医
療
・

福
祉
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に

支
援
す
る
機
関
で
す
。
セ
ン
タ
ー
内
に

は
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
や
社
会
福

祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師
な
ど
の
専
門

職
が
い
ま
す
。
総
合
相
談
（
生
活
に
お

け
る
不
安
や
認
知
症
に
関
す
る
こ
と
な

ど
）
を
は
じ
め
、
高
齢
者
虐
待
な
ど
の

権
利
擁
護
や
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
、

介
護
予
防
な
ど
の
地
域
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

配
置
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
は
、
地
域
の
認
知
症
施
策
の
推

進
役
、
認
知
症
の
人
の
医
療
や
介
護
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
要
役
と
し
て

自
治
体
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
困
り
ご
と
や
不
安
な
こ
と
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専門職の職員が、皆さんの悩みや困りごと
に寄り添います

在宅介護支援センターは、身近な相談窓口として4 地区に配置され、地域包括
支援センターと連携して地域で暮らす高齢者を支えています。

　
M
C
I
（
軽
度
認
知
障
害
）と
は
、「
脳

の
機
能
が
健
常
な
状
態
」と「
認
知
症
」

の
中
間
の
段
階
を
指
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
一
歩
手
前

の
状
態
と
い
う
こ
と
で
す
。
65
歳
以
上

の
約
8
人
に
1
人
が
認
知
症
、
約
7
人

に
1
人
が
M
C
I
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

M
C
I
は
、
早
期
に
対
策
を
行
う
こ
と

で
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ
た
り
、
健

常
な
状
態
に
戻
っ
た
り
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。「
今
と
変
わ
ら
な
い
自
立
し

た
生
活
」
を
よ
り
長
く
続
け
る
た
め
に

も
、
早
め
に
対
応・相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

厚生労働省 軽度認知障害「あたまとからだを元気にする MCI ハンドブック」
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/
ninchi/kibou_00007.html）を加工して作成

※ MCI はこの期間に該当

認知症が疑われる段階から医療機関を
受診する（診断の確定）まで

診断を受けてから介護サービスを利用
するまで

➡ 先延ばしにせず、早めに相談を

➡ 関係機関に相談し、社会資源の活用を
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　高血圧は、血圧が正常より高く、慢性的に
続く状態のことをいいます。高血圧は、喫煙と
並んで、日本人の生活習慣病による死亡に最も
大きく影響する要因です。過去数十年で大きく
減少しましたが、今も 20 歳以上のおよそ 2 人
に 1 人が高血圧です。
　また、えびの市の国民健康保険医療費では、
高血圧の患者 1 人当たりの医療費が県内ワー
スト1 位で、国や宮崎県と比較しても高血圧で
治療している人の割合が高くなっています。

　高血圧の原因には、遺伝的な要因と、塩分
の取りすぎや運動不足、肥満、喫煙、飲酒な
どの環境的な要因があります。生活習慣を見直
し、改善することで多くの高血圧を予防するこ
とができます。予防方法については、9 月号か
ら広報えびの「pick up information」内の

「健幸」で紹介していきます。
　また、健康診査は、心電図や腎機能検査な
ど、血圧が影響する臓器の状態がわかるため、
年 1 回は受けましょう。

加齢と共に動脈硬化が進み、一般的には収縮期血圧（上の血圧）が上がってきます。高齢になるほ
ど、血圧が高い状態が続いて、脳卒中や心筋梗塞などの血管の病気になる危険性が高くなるため、
放置するのは危険です。適正な血圧を維持することは、どの世代でも大事なことです。

高血圧は、別名「サイレントキラー（静かな暗殺者）」ともいわれ、自覚症状のないまま悪化し、あ
る日突然、命を脅かすことがあります。脳卒中や心筋梗塞、心不全などを引き起こさないためにも、
医師の指導に沿って正しく治療しましょう。

血圧は、食事や運動・睡眠など、私たちの活動に合わせて変動させることで全身の血管を守ってい
ます。そのため、どのような状況で測定した値であっても、その時々の「本当の血圧」といえます。
高い数値で変動していると、動脈硬化が進行していくため、自分の血圧がどのくらいの値で変動し
ているかを知るためには血圧測定が大切です。

など

　高血圧の状態が続くと、血管は常に強い圧力を受け、壁が傷ついたり
柔軟性がなくなって硬くなったりします（動脈硬化）。高血圧は、全身の
さまざまな臓器や器官に影響を与えますが、動脈硬化が起こると、血液
を送り出す力が弱まるため、特に多く
の血液を必要とする臓器が影響を受
けます。その中でも特に影響を受けや
すいのが、「脳」、「心臓」、「腎臓」です。
　自覚症状がないからと放置している
と、ある日突然脳卒中や心臓病など
の命に関わる病気を引き起こす恐れ
があります。

　心臓はポンプのように
収 縮と拡張を繰り返し、
血管に圧力をかけること
で全身の組織に規則正し
く血 液を届けています。
血圧とは、心臓から送り
出された血液が血管の内
壁を押す力（圧力）のこ
とをいいます。

　皆さんは、自分の血圧がどれくらいか把握するために定期的に測定していますか？高
血圧の状態が続くと、血管に負荷がかかったり、さまざまな病気になりやすくなったり
します。今回の特集では、血圧の話や正しい血圧の測定方法などを紹介します。自分の
血圧を知るために、血圧測定を習慣にしませんか？

脳の血管は直角に曲がった
り、複数に分かれたりしてい
ます。また、太い血管から急
に細い血管になっています。
そのため、血圧が高いと脳の
血管が傷みやすくなります。

血液の中の不要なものを尿と
して排出するため、最も血流
が豊富で、圧がかかりやすい
臓器です。細い血管がたくさ
んあり、高血圧が続くと腎機

能が低下します。

動脈硬化によって、心臓の
病気発症のリスクが高まりま
す。また、より大きな力で血
液を送り出そうとするため、
心臓の筋肉が厚くなり、心不
全を起こしやすくなります。

歳をとれば血圧が高くなるのは当たり前だから、高いくらいがちょうどいいですよね？

症状がないので、治療しなくても平気ですよね？

測るたびに血圧は変わるので、測る意味はないですよね？

参考：国保データベースシステム（KDB）「地域の全体像の把握」令和 5 年度特
定健診質問票

0 15 30 45

えびの市

宮崎県

全国

60

42%

35%

（%）
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　血圧は収縮期（上の血圧）と拡張期（下の血圧）
の数値を測ります。また、血圧には、健康診査や医
療機関で測る「診察室血圧」と家庭で測る「家庭血圧」
があります。
　家庭血圧の正常な基準値と高血圧の診断基準は
右の表のとおりです。もし、血圧に不安を感じたら、
医師に相談しましょう。

　普段の血圧の状態を正確に知るためには、家庭血
圧の測定が大切です。白衣高血圧や仮面高血圧は、
家庭血圧を測定しないと分かりません。家庭で血圧
を測る正しい方法を紹介します。

　市では、皆さんが気軽
に血圧を測定できるよう
に、明治安田生命保険相
互会社宮崎支社からの寄
付金を活用して、飯野・
真幸地区コミュニティセ
ンターと市民図書館に血
圧計を設 置しています。
ぜひ、ご利用ください。

● 起床後 1 時間以内
● トイレに行ったあと
● 朝食や薬の前

● 寝る直前
● 入浴や飲酒の直後
　は避ける

　市では、血圧記録手帳
を無料で配布しています。
市健康保険課窓口で取
得することができます。

　高血圧には、4 つのタイプがあります。高血圧の
タイプによって、脳卒中や心筋梗塞などのリスクが異
なるため、高血圧のタイプを知ることは重要です。
　仮面高血圧は、家庭血圧を測定していなければ見
逃されてしまいますが、危険度は持続性高血圧と同
じかそれ以上です。10 人に 1 人が仮面高血圧だと
いわれています。

出典：日本高血圧学会「高血圧治療ガイドライン 2019」

市健康保険課　市民健康係　☎ 35-1116（直通）お問い合わせ

コミュニティセンター 市民図書館

　血圧計には、主に「上腕測定タイプ」、「上
腕挿入タイプ」、「手首測定タイプ」があります。
上腕式血圧計（上腕測定・上腕挿入タイプ）
は、心臓に近い動脈の圧を測るため、正確に
測ることができます。家庭に血圧計がなく購
入を迷っている人や買い替えを検討している人
には、上腕式血圧計がおすすめです。
　家庭に血圧計を 1台用意し、セルフチェッ
クをするようにしましょう。
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私
た
ち
消
防
団
員
は
、
地
域
防
災
の

要
と
し
て
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
の
精

神
の
も
と
、
日
頃
の
訓
練
や
災
害
現
場

で
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
安
心
・

安
全
を
守
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
自
然
災
害
の
増
加
に
よ
っ
て

消
防
団
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方
、
団

員
数
の
減
少
や
負
担
の
増
加
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
、
団
員
の
確
保
や
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
え
び
の

市
で
は
、
消
防
庁
が
示
す
「
非
常
勤
消

防
団
員
の
報
酬
等
の
基
準
」
に
基
づ
く

報
酬
の
見
直
し
な
ど
、
団
員
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
地
域

を
支
え
る
力
と
し
て
、
一
緒
に
活
動
し

ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
職
場
の
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
て
入

団
し
ま
し
た
。
実
際
に
出
動
し
た
経
験

は
少
な
い
で
す
が
、
何
か
あ
っ
た
時
に

市
民
の
た
め
に
動
け
る
の
で
、
入
団
し

て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
団
員
や
地

域
の
人
な
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
地
域
の
人
な
ど
に
顔
を
覚

え
て
も
ら
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に
手
助

け
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　
バ
イ
ク
隊
が
で
き
た
当
初
か
ら
活
動

し
て
15
年
目
に
な
り
ま
す
。
普
通
に
生

活
で
き
る
の
が
一
番
で
す
が
、
何
か

あ
っ
た
時
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば

と
思
い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
大
災
害
発
生
時
は
、
人
の
足
の
次
に

現
場
に
入
っ
て
行
け
る
の
が
オ
ー
ト
バ

イ
で
す
。
バ
イ
ク
に
乗
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
一
緒
に
活
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
消
防
団
員
は
、
予
測
で
き
な
い
災
害

か
ら
地
域
住
民
を
守
る
た
め
、
実
際
の

火
災
を
想
定
し
た
防
火
訓
練
や
普
通
救

命
講
習
の
受
講
、
消
火
栓
・
防
火
水
槽

の
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
火
災
予
防
週
間
の
夜
警
活
動
や
、

地
域
や
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
に
よ

る
防
災
啓
発
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
、
消
防
署
と
共
に
火
災
や

災
害
へ
の
対
応
、
防
災
啓
発
な
ど
を
行

う
「
消
防
組
織
法
」
に
基
づ
い
た
組
織

で
、
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
消
防
団
員
は
、
日
頃
は
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
に
就
い
て
い
ま
す
が
、
火
災
や

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
自
宅
や
職
場

か
ら
駆
け
つ
け
て
、
消
火
・
救
助
活
動

な
ど
を
行
う
、
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。

　
近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
多

発
し
、
そ
の
規
模
は
年
々
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
住
民
の

安
心
と
安
全
を
守
る
消
防
団
は
、
地
域

防
災
の
中
核
を
担
う
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
え
び
の
市
消
防
団
は
、
1
分
団
（
飯

野
・
上
江
地
区
）
、
2
分
団
（
加
久
藤

地
区
）
、
3
分
団
（
真
幸
地
区
）
、
女

性
消
防
団
、
防
災
バ
イ
ク
隊
、
本
部

ラ
ッ
パ
隊
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
3
2
2
人
の
団
員
が
、
そ
れ
ぞ

れ
仕
事
や
家
庭
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域

の
た
め
に
昼
夜
を
問
わ
ず
献
身
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　えびの市消防団では、随時団員を募集しています。市内に在住、または勤務している18 歳以上の人
ならどなたでも入団できます。また、女性消防団や防災バイク隊（バイク免許を持っている人）、本部ラッ
パ隊（楽器経験不問）も団員を募集中です。
　近年、少子化や価値観の多様化により、消防団への入団者が減少しています。地域の安心・安全を守
るには、一人でも多くの力が必要です。えびの市消防団の一員として、地域を守るために活動しませんか？
　入団を希望する人は、市基地・防災対策課、または地元の消防団や知り合いの消防団員にご連絡くだ
さい。希望する分団や部に聞き取りを行い、入団届を提出して手続きが完了します。

松窪 啓二 さん
（入団 16 年目）

第1分団第6 部部長
防災バイク隊隊長

第 2分団第 7 部
柳丸 和輝 さん
（入団 3 年目）

市基地・防災対策課 基地・防災対策係　☎ 35-1119（直通） お問い合わせ

 火災出動・災害出動
4 時間未満：4,000 円
4 時間以上 8 時間未満：8,000 円

 その他団長が認める出動（大会や行事等）
4 時間未満：3,000 円　　4 時間以上 8 時間未満：6,000 円

 警戒出動
4 時間未満：3,000 円
4 時間以上 8 時間未満：6,000 円

 1月　消防出初式
 4月　入退団式
 6月　夏季移動消防学校
 7月　夏季点検・操法大会
11月　冬季移動消防学校
　　　 詰所点検・普通救命講習

水防演習防火訓練

操法大会 出初式

えびの市消防団 団長
川野 俊二 さん
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オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
第
2
弾

手
続
き

問
市
民
環
境
課 

市
民
・
年
金
係　

☎
35
‐
1
1
1
7
（
直
通
）

　

市
で
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念

し
て
、
令
和
2
年
度
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
婚
姻
届
を
作
成
し
、
配
布
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
6
月
に
第
2
弾
と

し
て
、
新
デ
ザ
イ
ン「
矢
岳
高
原
か
ら

み
た
霧
島
連
山
と
星
空
」を
作
成
し
ま

し
た
。
星
空
の
中
に
浮
か
び
上
が
る

山
々
と
加
久
藤
盆
地
を
流
れ
る
川
内
川

の
流
れ
が
、
い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
く

悠
久
の
と
き
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
1
弾
は
、「
田
の
神
さ
あ
」や「
真

幸
駅
の
幸
せ
の
鐘
」、「
ノ
カ
イ
ド
ウ
」

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で

す
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
は
、
提
出
用
と

手
元
に
残
せ
る
2
人
の
記
念
用
と
を

セ
ッ
ト
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

第
1
弾
・
第
2
弾
と
も
に
、
市
在
住

の
画
家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
入
江
万
理
子

さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
ま
し
た
。

　

結
婚
と
い
う
人
生
の
節
目
に
彩
り
を

添
え
る
記
念
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

第 2 弾のオリジナル婚姻届

マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
チ
ー
ム
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
決
定
戦
を
開
催
し
ま
す

国
ス
ポ

問
市
社
会
教
育
課 

国
ス
ポ
準
備
室

☎
35
‐
2
2
6
8
（
課
直
通
）

　

令
和
9
年
に
、
宮
崎
県
で
48
年
ぶ
り

に
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
旧
国
民
体
育

大
会
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
で
は
、

ボ
ク
シ
ン
グ
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
ボ
ク
シ
ン
グ
競
技

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
9

月
6
日（
土
）と
7
日（
日
）に
、
市
民

体
育
館
で「
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
チ
ー
ム

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
」を
開
催
し
ま

す
。
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
は
、
パ
ン
チ
を

当
て
る
こ
と
を
禁
止
し
た
安
全
な
ボ
ク

シ
ン
グ
で
、
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
誰

で
も
参
加
で
き
る
新
し
い
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
初
の
団
体
戦
に
よ
る
全
国

大
会
で
、
全
国
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た

チ
ー
ム
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
6
日
は
、
ゲ
ス
ト
に「
南
海
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
ズ
・
し
ず
ち
ゃ
ん
」を
招
き
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
イ

メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
ダ
ン
ス
披
露
と
い
っ

た
、
誰
で
も
楽
し
め
る
催
し
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

マスボクシング大会の様子

ゲストは南海キャンディーズのしずちゃんです

え
び
の
学「
え
び
の
の
未
来
予
想
図
」

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

教　

育

問
市
学
校
教
育
課 

教
育
係　

☎
35
‐
3
7
2
2
（
直
通
）

　

7
月
10
日
、
飯
野
中
学
校
3
年
生
58

人
が
、「
え
び
の
学『
え
び
の
の
未
来
予

想
図
』フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
市
の
現
状
や
課
題
に

関
心
を
持
ち
、
課
題
解
決
に
向
け
て
主

体
的
に
考
え
、
地
方
創
生
へ
の
参
画
や

地
域
に
貢
献
す
る
態
度
を
育
む
た
め
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
市
議
会
議
場
で

の
模
擬
議
会
体
験
や
株
式
会
社
Ｔ
ｅ
ｒ

ｒ
ａ
で
の
同
社
代
表
の
池
内
学
さ
ん
に

よ
る
講
話
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
議
場
で
の
模
擬
議
会
体
験
で

は
、
代
表
生
徒
11
人
が
提
案
や
質
問
を

行
い
、
村
岡
隆
明
市
長
や
永
山
新
一
教

育
長
が
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
問
を
し
た
末
継
智
子
さ
ん
は
、「
緊

張
し
ま
し
た
が
、
今
後
に
つ
な
が
る
貴

重
な
体
験
で
し
た
。
学
校
で
も
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
で
は
、
市
内

外
か
ら
見
た
え
び
の
の
魅
力
や
未
来
を

担
う
中
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を

テ
ー
マ
に
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

模擬議会体験で代表生徒が提案や質問を行いました

株式会社 Terra で講話が行われました

キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

え
び
の
Ｃ
ｏ
‐
ラ
ボ
絶
賛
稼
働
中

教　

育

問

　

7
月
1
日
、
令
和
7
年
度
か
ら
稼
働

し
て
い
る「
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
え
び
の
Ｃ
ｏ
‐
ラ
ボ
」が
、
市
民

図
書
館
北
側
に
新
し
く
で
き
た
え
び
の

市
商
工
会
館
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
え
び
の
市
に
お
け

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め

に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
地
域
の

大
人（
先
輩
）と
未
来
を
切
り
拓
く『
え

び
の
っ
子
』を
つ
な
ぐ
拠
点
」と
し
て
、

商
工
会
や
各
種
団
体
、
飯
野
高
校
生
な

ど
の
地
域
人
材
を
活
用
し
、
多
様
な
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
移
転
に
よ
り
地
域
事
業
者
と

の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
体
験
活
動
や
出
前
講
座
な
ど
、
本

市
な
ら
で
は
の
学
び
を
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　

宮
田
慶
子
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
長
は
、「
え
び
の
学
な
ど
の
地
域

で
学
ぶ
活
動
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
実

践
的
な
も
の
に
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

移転したキャリア教育支援センターえびの Co- ラボ

市
学
校
教
育
課 

教
育
係　

☎
35
‐
3
7
2
2
（
直
通
）



心を表現する短歌の奥深さを学ぶ

6

29

　市文化センターで「第 15 回文化フェスティ
バル文化講演会」が行われました。これは、言
葉と心、短歌の力を知ってもらうため、えびの
市芸術文化協会と市が共催で行ったものです。
　歌人で若山牧水記念文学館館長などを務める
伊藤一彦さんを講師に招き、「ことばとこころ
の力」と題して講演が行われました。市内外か
ら約 90 人が参加し、心の中にあるものを表現
し残す短歌の魅力について理解を深めました。

文化フェスティバル文化講演会

安全安心な地域づくりを目指す

7

8

　市役所で「防犯活動用品贈呈式」が行われま
した。これは、「地域の安全・安心活動推進モ
デル地区」の指定を受けた中島自治会の安全安
心で住みよい地域づくりを目指した活動に役立
ててもらおうと、えびの地区防犯協会から贈呈
されたものです。
　贈呈式では、富田善文会長に、活動推進に必
要な資機材として、カラーベストやフラッシュ
バトンなどが贈呈されました。

防犯活動用品贈呈式 飯野高等学校を守り育てる市民の会

さらなる魅力化に向けた課題共有

7

3

　飯野高校で「令和 7 年度飯野高等学校を守り
育てる市民の会」が行われました。これは、え
びの市にある唯一の県立高校の存続を図り、地
域社会の中核を担う人材の育成や特色ある学校
に育てるための活動を行うことを目的としてい
ます。
　同会では、市の支援事業の報告や飯野高校の
学科名変更、新たに導入される「ラボ制」につ
いての説明がありました。
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教　

育

問 通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検

市
学
校
教
育
課 

総
務
係　

☎
35
‐
3
7
2
1
（
直
通
）

防　

災

問 商
工
会
館
の
避
難
所
利
用
に
関
す
る

協
定
締
結
式

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
・
防
災
対
策
係

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

　

7
月
16
日
、
市
と
え
び
の
市
商
工
会

が「
商
工
会
館
の
避
難
所
利
用
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
と
同
会
は
、
平
成
24
年
8
月
に
災

害
時
に
生
活
物
資
を
円
滑
に
調
達
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
協
定
を
締
結
し
、

地
域
防
災
力
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
協
定
は
、

商
工
会
館
の
一
部
を
災
害
発
生
時
や
そ

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
避
難
施
設
と
し

て
活
用
し
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
式
で
は
、
同
会
の
白
石
昌
彦
会
長

と
村
岡
隆
明
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し

ま
し
た
。

　

白
石
会
長
は
、「
新
し
い
商
工
会
館

は
、
高
台
に
あ
っ
て
避
難
所
と
し
て
も

良
い
場
所
で
す
。
災
害
時
に
で
き
る
限

り
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

村
岡
市
長
は
、「
文
化
の
杜
周
辺
へ

の
避
難
者
も
多
い
の
で
、
避
難
者
の
分

散
な
ど
、
今
回
の
協
定
を
有
効
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

協定書に署名しました

協定書を手にする村岡市長と白石会長（右）

子どもたちに笑顔を届ける

7

4

　えびの駐屯地曹友会が、約 400 匹のクワガ
タとカブトムシ、約 40 匹のメダカを、真幸認
定こども園、飯野保育園、第二和光幼稚園、和
光保育園、みなみえびの保育園、ふじ総合こど
も園に贈りました。これは、子どもたちに笑顔
を届けようと、毎年行っているものです。
　第二和光幼稚園の子どもたちが、「ありがと
うございます。大切に育てます」とお礼の言葉
を伝えました。

えびの駐屯地曹友会カブトムシ寄贈

　

7
月
25
日
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、「
通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点

検
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
登
下

校
時
の
安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
各
関
係
機
関

の
連
携
が
必
要
で
す
。
こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と
で
、

危
険
箇
所
の
情
報
を
共
有
し
、
改
善
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

点
検
に
は
、
宮
崎
県
小
林
土
木
事
務

所
、
え
び
の
警
察
署
、
市
建
設
課
、
市

農
林
整
備
課
、
市
民
協
働
課
、
市
学
校

教
育
課
、
各
小
中
学
校
の
教
職
員
ら
24

人
が
参
加
し
、
用
水
路
近
く
の
通
学
路

や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
な
ど
を
見
て

回
り
ま
し
た
。

　

危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
点

検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
応
で
き
る
も

の
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

各関係機関が合同で危険箇所を点検



夏の夜空に花開く

7

19

　京町地区河川公園で「第 28 回えびの京町温
泉夏祭り花火大会」が行われました。これは、
えびの京町温泉夏祭り実行委員会の主催で行わ
れたものです。ステージでさまざまな催しが行
われるとともに、露店等も立ち並び、会場は多
くの人でにぎわいました。
　ステージイベント後には、約 3000 発の花火
が打ち上げられ、夏の夜空を彩り、訪れた人を
魅了しました。

えびの京町温泉夏祭り花火大会

太鼓の鼓動が心に響く

7

26

　市文化センターで「第 22 回太鼓フェスティ
バル in えびの」が行われました。これは、和
太鼓の素晴らしさを多くの人に知ってもらおう
と、2 年に 1 回、太鼓フェスティバル実行委員
会が行っているものです。
　同フェスティバルには、宮崎県や熊本県の
11 団体が出演。会場には、市内外から約 300
人が訪れました。訪れた人は、響き渡る太鼓の
鼓動に聞き入ってました。

第22回太鼓フェスティバル inえびの
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えびの市民ワークショップ

えびのの未来について語る

7

12

　市役所で「えびの市民ワークショップ」が行
われました。これは、第 6 次えびの市総合計
画後期基本計画の策定に当たって、市民参画を
推進し、市民等がえびの市について日頃感じて
いることなどを自由に話し合ってもらおうと行
われたものです。
　ワークショップには 22 人が参加し、グルー
プごとにえびの市の良いところや課題、今後必
要な取り組みついて話し合いました。

上浦澤原八坂神社大祭

稲の豊作や家畜の無病息災願う

7

15

　上浦の澤原八坂神社で「澤原八坂神社大祭」
が行われ、「棒踊り・鎌踊り」の奉納が行われ
ました。
　上浦地区では、毎年 7 月 15 日に稲の豊作や
家畜の無病息災などを願って、「棒踊り・鎌踊り」
を行っています。
　棒踊りには、保存会青年部の 26 人が、鎌踊
りには、岡元小学校の児童 6 人が踊り手とし
て参加し、息の合った踊りを披露しました。

力強い丸太越えで豊作祈願

7

28

　西川北菅原神社で「牛越祭」が行われました。
この祭りは、400 年以上の歴史があり、牛が丸
太を跳び越えることで、家畜の無病息災と豊作
を祈ります。今年は、16 頭の牛が丸太越えに
挑戦しました。牛が丸太を跳び越えるたびに、
観客から歓声が上がっていました。
　牛越祭保存会の津留誠会長は、「継続できて
いるのは住民と農家の融和あってのものです。
これからも続けていきたいです」と話しました。

西川北菅原神社牛越祭 防犯講演会

実情を知ってリスク管理を

7

23

　飯野地区コミュニティセンターで「令和 7 年
度防犯講演会」が行われました。えびの警察署
の佐藤和利署長が、「治安情勢と防犯」という
演題で、県内・市内の交通情勢と犯罪情勢や、
近年増加している詐欺の事例などについて講演
を行いました。
　講演会には、各交番・駐在所連絡協議会や各
地区まちづくり協議会の会員など、約 70 人が
参加し、熱心に聞き入っていました。

防災教育

安全で楽しい夏休みにするために

7

10

　飯野小学校の 4 年生を対象に「防災教育」が
行われました。これは、児童が夏休み中に、水難・
交通事故などに遭わないように、えびの市地域
づくり寺子屋が開催したものです。同講座では、
河川事務所や消防、警察、自衛隊、市が夏休み
の注意点について講話などを行いました。
　同小の松元晄星さんは、「水に溺れたときの
助けの呼び方などを勉強できました。非常時の
食料選びも楽しかったです」と話しました。

留学生交流会

交流を深め日本文化を学ぶ

7

13

　市国際交流センターで「えびの市留学生歓迎
会」が行われました。今年、中国の長春日章学
園高中（高校）からえびの市の日章学園九州国
際高等学校に来た留学生 85 人を歓迎しました。
歓迎会では、留学生と参加者が日本語での会話
やえびの音頭などを通して交流を深めました。
　生徒会長のハァ・シンロゥンさんは、「日本
の大学進学を目標に勉強するとともに、日本文
化も学んでいきたいです」と話していました。



夏
場
の
体
調
管
理
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
は
、
管
理
目
標

が
数
値
化
さ
れ
、
目
標
達
成
の
た
め

に
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
が
多
く
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
疾
患
を
背
景

と
し
た
心
不
全
や
腎
不
全
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
た
め
に
、
さ
ら
に
薬
を
追

加
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
中
に
は
何

種
類
も
服
薬
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、「
夏
バ
テ
で
食

事
量
が
減
っ
た
」、「
暑
い
中
農
作
業

を
し
た
」
な
ど
の
影
響
で
血
圧
が
低

く
な
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
血
圧
が
下
が
り
す
ぎ
る
と
、
臓

②
体
重
測
定

　

利
尿
薬
や
一
部
の
糖
尿
病
薬
で
、

脱
水
・
体
重
減
少
を
起
こ
す
場
合
が

あ
り
ま
す
。極
端
な
減
少
が
な
い
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
服
薬
内
容
の
確
認

　

服
薬
し
て
い
る
薬
が
何
に
対
す
る

薬
な
の
か
興
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
の
処

方
が
あ
る
場
合
は
、
同
じ
効
果
の
薬

が
な
い
か
注
意
が
必
要
で
す
。中
止

や
減
薬
は
自
己
判
断
で
行
わ
ず
、
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

文
：
市
立
病
院 

内
科 

兒
玉
圭
子
医
師

器
に
血
液
が
う
ま
く
届
か
ず
、
ふ
ら

つ
き
や
尿
量
減
少
な
ど
の
問
題
が
生

じ
ま
す
。こ
れ
ら
の
症
状
へ
の
対
策

と
し
て
、
次
の
3
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
家
庭
血
圧
測
定

　

朝
に
複
数
の
薬
を
内
服
し
て
い

る
人
は
、
夏
場
の
日
中
に
下
が
り
す

ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。上
の
血
圧

が
1
1
0
以
下
の
高
齢
者
は
、
ふ
ら

つ
き
・
転
倒
の
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。

家
庭
で
測
定
し
た
血
圧
を
か
か
り
つ

け
医
に
伝
え
、
投
薬
調
整
の
参
考
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
家
事
・
育
児
は
女
性
が
す
る
べ
き

⑤
女
性
は
感
情
的
に
な
り
や
す
い

⑥
自
治
会
や
町
内
会
の
重
要
な
役
職

は
男
性
が
担
う
べ
き

　

当
て
は
ま
る
数
が
多
い
人
は
、
無

意
識
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
可
能
性

を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
「
男
性
だ
か
ら
、
女
性
だ
か
ら
」
と

い
う
意
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
と

は
、「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
事
・

育
児
・
介
護
」
と
い
っ
た
、
性
別
を
理

由
に
役
割
を
分
け
る
考
え
方
の
こ
と

で
す
。こ
の
よ
う
な
意
識
や
性
別
で

の
無
意
識
な
思
い
込
み
は
、
個
性
を

否
定
し
た
り
能
力
を
制
限
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

家
庭
や
職
場
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
男

女
差
別
が
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、

性
別
に
よ
っ
て
役
割
を
固
定
す
る
考

え
方
に
、
賛
成
が
8
・
4
％
、
反
対

が
63
・
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
性

別
で
み
る
と
、
男
性
の
賛
成
が
11
・

2
％
、
反
対
が
60
・
5
％
、
女
性
の
賛

成
が
5
・
5
％
、
反
対
が
67
・
５
％
で
、

男
女
と
も
に
「
反
対
」
の
意
見
が
高

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

■
無
意
識
の
思
い
込
み
（
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
）
チ
ェ
ッ
ク

①
親
戚
や
地
域
の
会
合
で
食
事
の
準

備
や
配
膳
を
す
る
の
は
女
性
の
役
割

②
女
性
に
理
系
は
向
い
て
い
な
い

③
男
性
は
結
婚
し
て
家
庭
を
持
っ
て

一
人
前
だ

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
と
は
？

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

横断歩道付近のルールを守りましょう

「マイナ救急」事業が始まります

7月の交通事故
発生状況

人　身	 5件
物　件	 34件

本年累計	 14件
本年累計	 191件

7月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 1件
救　急	 78件

本年累計	 7件
本年累計	 601件

　

市
の
高
齢
化
率
は
約
45
・
7
％
で
、

市
民
の
2
人
に
1
人
が
高
齢
者
と
い

う
時
代
は
目
前
で
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
の

み
の
世
帯
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
地
域
で
在
宅
生
活
を
続

け
る
こ
と
を
支
え
る
手
段
と
し
て
介

護
保
険
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
現
行

の
制
度
の
み
で
は
生
活
の
困
り
ご
と

全
て
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ

と
で
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
以
外

に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
必

要
と
す
る
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
高
齢
者
と
地
域
の
支
え
合
い
活

動
を
つ
な
ぐ
の
が
、「
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
支
え
合
い
推

進
員
）」
で
す
。生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
で
生
活
す
る
上

で
の
困
り
ご
と
や
地
域
資
源
（
地
域

の
居
場
所
や
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
把
握
す
る
ほ
か
、
新
た
な
地

域
資
源
の
発
掘
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
生
活
支
援
の

担
い
手
養
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
生
活
環
境
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

暮
ら
す
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
を

考
え
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。困
り
ご
と
や
不
安
な
こ
と
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
児

玉
貴
紀
）

☎
35
‐
2
8
0
0
（
社
会
福
祉
協
議

会
内
）

文
：
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　「マイナ救 急」とは、救 急 隊員が 傷 病 者 の 「マ
イナ 保 険 証 （ 健 康 保 険 証として の 登 録 を 行っ
た マイナン バ ーカード）」を 活 用し、病 院 選 定 な
どに 役 立 つ 情 報 （受 診した 医 療 機 関 名、既 往 症、
処 方 薬 など）を 把 握 する 取り組 み で す。救 急 隊
は さまざまな 情 報 の 聞 き取りを 行 います が、こ
の 事 業 によって 病 気 や け が で 苦し む 傷 病 者 や
気 が 動 転している家 族 の負担を減らすことがで
きます。また、円 滑 な 搬 送 先 選 定 や 適 切 な 応 急
処 置を実 施できます。
　 救 急 隊 からマイナ 保 険 証 の 提 示 や 医 療 情 報
を 閲 覧 することへ の 同 意 を 求 められ た 場 合 は、
ご 協 力をお 願 いします。

　 横 断 歩 道 は、「 歩 行 者 が 優 先 」が ル ー ルで す。
横 断 歩 道 を 横 断しようとしている歩 行 者 や 横 断
中 の 歩 行 者 が いるときは 一 時 停 止 をし、歩 行 者
の 通 行を妨 げ な いようにしましょう。
　 横 断 歩 道 の 標 識 や 標 示を見 か けたら、減 速し
て歩 行 者がいないか確 認しましょう。横 断 歩 道 付
近 が 確 認で きな いときは、停 止 線で 停 止で きる
ような 速 度で 進 行しましょう。
　 横 断 歩 道 や自転 車 横 断 帯 の 手 前 3 0 ｍ 以内で
の 追 い 越しや 追 い 抜 き、前 後 5 ｍ 以 内 で の 駐 車
や 停 車 は 禁 止で す。

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

あんしんねっと
A r e a  c o m p r e h e n s l v e  s u p p o r t

児玉貴紀生活支援コーディネーター

YouTube「あなたの命を守るマイナ救急」
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【お問い合わせ】 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■
詩

■
俳
句

霧
島
は
真
蒼
な
り
今
夏
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切
嗣
子

　
四
季
お
り
お
り
に
朝
な
夕
な
に
霧
島
連
山
は
、
威
風
堂
々
と
原
始
太
古
の
頃
よ
り

人
々
の
暮
ら
し
の
中
に
共
に
あ
り
ま
し
た
。私
に
も
心
の
軸
足
と
な
る
霧
島
連
山
の
韓

国
岳
が
聳そ
び

え
て
い
ま
す
。今
、
深
み
の
あ
る
青
み
が
か
っ
た
緑
の
夏
の
山
。秋
に
は
ど
ん

な
色
の
山
を
見
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。大
好
き
な
美
し
い
山
並
み
で
す
。
　（
自
註
）

眠
っ
て
い
た
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
幸
一

■大人向け上映会
大人の皆さんが楽しめる映画を選びました。お気軽にご
参加ください。
●期間＝9月10日（水）
●時間＝午後1時30分～
●場所＝市民図書館 学習室
●上映内容＝「お終活 熟春！人生百年時代の過ごし方」（1
時間53分）

冬
場
裸
だ
っ
た

柿
の
木
は

眠
り
を
さ
ま
し

春
を
記
憶
し
て
い
て

幹
枝
に
新
芽
を
吹
く

自
分
は
一
年
前
に

予
約
し
た
病
院
の
日
時

検
査
日
を
忘
れ
去
り

再
度
確
認
す
る
始
末

忘
れ
る
我わ
れ

と
柿
を

比
較
し
感
嘆
す
る

■文化の杜 秋まつり
今年も「文化の杜 秋まつり」を開催します。文化の杜全体
でさまざまな企画を用意しています。ぜひ、お気軽にご来
場ください。
●開催日＝9月27日（土）
●時間＝午前9時30分～午後4時
●場所＝市民図書館、市歴史民俗資料館、市文化センター

お す す め の 一 冊

60分でわかる！
仕事の心理学超入門
青山編集室 著
宮本聡介 監修

（技術評論社）

小学生でもとれる！
おもしろ世界一ずかん
青木英衣子 編

（主婦と生活社）

えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見ることができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://www.ebino-library.com/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（9月） 時　間

岡元小学校→さくら苑 3日（水）、
24日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→加久藤地区体育館

4日（木）、
25日（木） 12：45〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 5日（金）、
26日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 17日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→自衛隊官舎 19日（金） 15：25〜16：30

市長等政治倫理審査会審査報告書
の要旨を公表します

　えびの市長等政治倫理審査会は、7月8日にえびの市長
とその配偶者の資産等補充報告書等に係る審査を行い、
市長に審査報告書を提出しました。これに伴い、その要
旨を次のとおり公表します。審査報告書と資産等補充報
告書等は、市総務課で閲覧できます。
■審査報告書の要旨

【審査の対象】条例に基づき市長が作成した市長とその
配偶者に係る次の報告書
①資産等補充報告書
②所得等報告書
③関連会社等報告書

【審査結果】
　今回提出された資産等補充報告書や所得等報告書、関
連会社等報告書について、証明書類に基づき確認、審査
した結果、疑義なく適正に報告されているものと認めら
れる。
問市総務課 人事係
☎35-3711（課直通）

スマホ教室を開催します

　市とKDDI株式会社は、スマホ教室を開催します。ス
マートフォンをお持ちでない人も参加できます。スマー
トフォンを体験してみたい人は、ぜひ、お気軽にご参加
ください。

【開設日】

期日 時間 講師（携帯
電話事業者）

9 月 2 日（火）
① 11：00 ～ 12：00

KDDI（au）
② 13：30 ～ 14：30

【場所】飯野地区コミュニティセンター
【内容】スマートフォンの使い方教室、相談など
【参加費】無料
【定員】10人程度

【持ってくるもの】お持ちの人は、スマートフォン
【申込方法】市企画課情報係に電話でお申し込みくださ

い。教室には、携帯電話事業者を問わず参加できます。
【注意事項】申し込み状況によっては、中止となる場合が

あります。
申・問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）

携帯電話臨時ショップを開設します

　市と株式会社NTTドコモ、KDDI株式会社、ソフトバン
ク株式会社の携帯電話事業者3社は、えびの市内におけ
る携帯電話サービスのサポートなどを確保するために、
携帯電話臨時ショップを開設しています。

【開設日】

携帯電話事業者 日程 担当ショップ・連絡先

ソフトバンク（ワ
イモバイル）の日

9 月 2 日（火）
　    3 日（水）

ソフトバンク小林
☎ 25-0198

au（UQ モバイル）
の日

9 月 8 日（月）
　　9 日（火）

au ショップ人吉
☎ 0966-24-8815

ドコモの日 9 月 25 日（木）
         26 日（金）

ドコモショップ
小林駅前店
☎ 24-5252

※予約ができます。各担当ショップに電話でお申し込み
ください。

【場所】えびの駅
【開設時間】午前10時～午後4時
【サービス内容】携帯電話の機種・契約変更や新規契約、

乗り換え、機器操作に伴う相談など
問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）
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これから始める大人のDXライフ
「パソコン講座」参加者募集
■パソコン・Word講座
　パソコンの入力方法、マウスの操作、ファイル作成、
作表・作図、Wordを用いた文書作成（要望に応じて回覧
板、イベント情報、案内チラシなど）をレベルに応じて4
回に分けて学習します。

【開催日】
①9月2日、9日、30日、10月7日（毎回火曜）
②9月24日、10月8日、15日、22日（毎回水曜）
■Excel講座
　Excelの概要や表のけい線作成、簡単な数式の入力方法
などを4回に分けて学習します。

【開催日】
①8月27日、9月3日、10日、17日（毎回水曜）
②9月5日、12日、19日、10月3日（毎回金曜）
■パワーポイント講座
　パワーポイントを用いたプレゼンテーション資料の作
成や簡単なアニメーションまで、基礎から学習します。

【開催日】
①8月29日、9月5日、12日、19日（毎回金曜）
②9月24日、10月8日、15日、22日（毎回水曜）
■共通事項

【場所】市文化センター
【時間】［パソコン・Word講座、Excel講座］午後1時～午

後3時30分
［パワーポイント講座］午後7時～午後9時30分
【対象者】市内在住者
【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講

師（担当：新名）に電話、または申し
込みフォーム（ https://logoform.jp/
form/kUtt/1019124）からお申し込み
ください。
※右のQRコードから申し込みフォームが確認できます。

【申込期限】各コース定員に達するまで
【その他】
・各講座希望の日程をお知らせください。
・個人所有のパソコンの持ち込みも可能です。

■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの故障・修理の対応はできません。
※相談には、事前の申し込みが必要です。

【対象者】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（担当：新名）に

電話でお申し込みください。
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜・水曜・金曜）

「ブドウの収穫体験」参加者募集

　えびの市観光協会では、えびの市のブドウ農園で普
段は実施していない「ブドウの収穫体験」を開催します。
豊かな自然に囲まれた農園で、旬のフルーツ狩りをお楽
しみください。

【開催日】9月7日（日）※雨天の場合は9月13日（土）に延
期予定

【時間】午後2時～午後3時30分
※収穫状況によって終了時間が前後する可能性がありま
す。

【場所】下前原ブドウ園 
※現地集合です。場所の詳細は、参加者に別途連絡します。

【参加費】無料（園主による説明、試食、保険付き）
※食べ放題ではありません。収穫したブドウは全て買い
取ってもらいます。
※収穫可能な品種や価格については、えびの市観光協会
ホームページ（ https://ebino-kankou.com/ ）や公式SNS
に掲載しているチラシをご確認ください。

【定員】20人（1組4人まで）
※定員に達し次第締め切ります。
※中学生以下の人は保護者の同伴が必要です。

【持ってくるもの】飲み物、帽子、タオル、長袖・長ズボン、
運動靴（雨靴可）、着替え（必要に応じて）
※当日は暑くなることが予想されます。各自で十分な暑

さ対策をお願いします。
【申込方法】えびの市観光協会に電話でお申し込みくだ

さい。
【申込期限】9月1日（月）午後5時まで

申・問えびの市観光協会
☎35-3838

9月・10月は「行政相談月間」です

　総務省では、行政相談制度が多くの人に理解され、利
用してもらうために、9月と10月の2カ月間を「行政相談
月間」と定めています。
　国などの仕事について、「苦情や困っていることがあ
る」、「相談してみたが説明に納得がいかない」、「制度や
仕組みが分からない」、「どこに相談したらよいか分から
ない」などの困りごとがありましたら、行政相談委員に
ご相談ください。
　市では、毎月第1水曜日に行政相談所を開設していま
す。相談は無料です。お気軽にご相談ください。

【相談日】毎月第1水曜日 ※令和8年1月は第2水曜日
【時間】午前10時～正午
【場所】市役所本庁1-2会議室
【行政相談委員】池田孝一、原田恵利子

※公平中立な立場から解決を促進するお手伝いをしてい
ます。
※行政相談は、総務省行政相談センター（きくみみ宮崎）
の行政苦情110番（☎0570-090110）でも受け付けていま
す。
問総務省行政相談センター（きくみみ宮崎）
☎0985-24-1100
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

ごみの出し方にご注意ください

　次の品目をごみに出すときは、処分方法をよく確認し
て処分してください。

■ガソリン携行缶やライター、リチウムイオン電池
　ガソリン携行缶やライターは、燃やせないごみと一緒
に袋に入れると、収集車の中や美化センター内での処理
で、爆発や火災事故が発生する恐れがあります。必ず中
身を使い切った状態で資源ステーションに出すか、市美
化センターに直接持ち込んでください。
　リチウムイオン電池やモバイルバッテリー、電子タバ
コなども同様に火災の原因になります。資源ステーショ
ンに出すか、市美化センターに直接持ち込んでください。
　膨張したり変形したりしたモバイルバッテリーなど
は、空き缶などに入れて密閉しない状態で市美化セン
ターに直接持ち込んでください。
■家電4品目
　エアコン、テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥
機を処分する場合は、家電リサイクル法に従ってリサイ
クルする必要があります。
　市美化センターでは引き取りができないのでご注意く
ださい。※分解しても引き取れないため、むやみに分解
しないようにしてください。

【処理方法】
・新しい家電を買う販売店に引き取りを依頼する。
・過去にその家電を購入した販売店に引き取りを依頼す
る。

・引き取る販売店がない場合は、株式会社小林アルミ（☎
27-0070）や株式会社ホシヤマ（☎23-1030）に電話をし
て引き取ってもらえるかなどをご確認ください。
　ごみの処分方法について、詳しくは、「えびの市ごみの
出し方辞典」をご確認ください。
問市美化センター
☎33-5782
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サルの出没に注意してください

　最近、市内でサルが出没しています。もし、サルに出
会った場合は、次のように行動してください。
①近付かない、刺激しない
人慣れしていない野生のサルであれば襲ってくることは
少ないです。サルが見えない場所まで離れましょう。
②目を合わせない
サルと目が合うと、威嚇されたと思い、目線をそらした
ときに襲ってくることがあります。
③食べ物を与えない
食べ物を与えると人を怖がらなくなります。居着いてし
まうため、収穫後の残りかすや収穫しない実など、餌に
なる物は撤去しましょう。
④大人たちで積極的に追い払いをする
大人たちで積極的に追い払いをしましょう。1人で追い
払うより大勢で追い払う方が効果的です。地域の皆さん
で協力して追い払いましょう。鍋を棒で叩いて大きな音
を出したり、ロケット花火等（火災等に注意）を飛ばし
たりするのが効果的です。人や建物に危害を加えないよ
う注意して使用してください。なかなか逃げない場合や
威嚇してくるサルは危険です。静かに離れましょう。
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

受診してください
「結核検診（飯野地区）」
　市では、令和7年度の結核検診（飯野地区）を実施しま
す。対象者である65歳以上の人は、次の日程のいずれか
で検診を受けてください。ただし、次の①・②に該当する
人は受ける必要はありません。また、①に該当する人は
市健康保険課市民健康係までご連絡ください。
①令和7年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲ
ン検査を受けた人
②令和7年4月以降に肺がん検診、または市の人間ドック
を申し込みしているか受診している人

【受診方法】対象者には結核検診実施通知書が郵送され
ます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越しく

ださい。どの会場でも受診できますので、都合の良い会
場で受診してください。※検診費は無料です。

【日程および場所】
期日 場所 時間

9 月 5 日
（金）

堀浦多目的集会施設 9：00 ～ 10：00
旧大河平小学校 10：30 ～ 11：30
下大河平公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 8 日
（月）

東原田公民館 9：30 ～ 11：20
杉水流公民館 13：20 ～ 15：00

9 月 9 日
（火）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 11：30
今西公民館 13：20 ～ 13：50
池島公民館 14：10 ～ 14：50
上江地区体育館 15：10 ～ 15：30

9 月 10 日
（水）

前田公民館 9：30 ～ 10：30
坂元公民館 10：50 ～ 11：30
苧畑コミュニティセンター 13：20 ～ 14：00
高野畜産管理センター 14：30 ～ 14：50

9 月 11 日
（木）

飯野駅前地区体育館 9：00 ～ 11：30
南原田妙見活性化センター 13：20 ～ 13：50
南原田大迫・宮原畩雄様宅 14：10 ～ 14：40

9 月 12 日
（金）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 10：30
南原田公民館 11：00 ～ 11：30
上上江公民館 13：20 ～ 14：10
中上江公民館 14：30 ～ 15：00

9 月 17 日
（水）

市保健センター 9：00 ～ 10：10
えびの福祉作業所 10：30 ～ 11：30
飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：40

9 月 18 日
（木）

白鳥地区公民館 9：30 ～ 10：30
末永公民館 10：50 ～ 11：30
田代公民館 13：20 ～ 14：00
出水公民館 14：30 ～ 15：00

【リフト付き検診車について】
　リフト付き検診車による検診を次の日程で行います。
リフト付き検診車では、車いすから検診専用の車いすに
乗り換えて撮影ができます。通常の検診車での検診が困
難な人は、ぜひ、この日をご利用ください。

期日 場所 時間

11 月 19 日
（水）

飯野駅前地区体育館 9：30 ～ 11：30
市役所駐車場 13：20 ～ 15：00

11 月 20 日
（木）

飯野地区コミュニティセンター 9：30 ～ 11：30
上江地区体育館 13：20 ～ 15：00

問市健康保険課 市民健康係

☎35-1116（直通）

九州脊梁山地シカ広域一斉捕獲が
行われます

　宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5県および各市町村
合同で秋期のシカ一斉捕獲を実施します。期間等は以下
のとおりです。期間中の入山等については十分ご注意く
ださい。市民の皆さんのご協力をお願いします。

【一斉捕獲期間】9月14日（日）～ 28日（日）
【一斉捕獲日】9月14日（日）、21日（日）、28日（日）

問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

えびの市奨学生を募集します

　市では、大学等へ進学を希望する人で、経済的理由に
より修学が困難な人を対象に、奨学金の貸与を行います。
■入学一時金

【貸与額】［大学・短期大学・専修学校専門課程］50万円以
内

【貸与時期】合格を確認し、手続き後速やかに貸与します。
【申込資格】令和8年4月入学予定者で、成績が良好で入

学時等の費用調達が困難な人
■月奨学金

【貸与額】
［高等学校・専修学校の高等課程］月額2万円
［高等専門学校］月額2万4,000円
［大学・短期大学・専修学校専門課程］月額4万円

※それぞれ半額でも利用可能です。
【貸与時期】6月・8月・12月（年3回）
【申込資格】令和8年4月入学予定者および現在在学中で、

成績が良好で経済的な理由により修学が困難な人
■共通事項

【申込資格】次の全てに該当する人
・申請時点で市内に2年以上住所を有する人、または2年
以上本市に住所を有し、就学のために市外に住所を変更
した人

・保護者が市内に引き続き2年以上住所を有しているこ
と

・同一生計の人が市税を滞納していないこと
【貸与方法】指定する奨学生、または保護者名義の金融機

関口座に振り込みます。
※他の奨学金等との併用も可能です。

【申込期限】10月10日（金）
【申込方法】必要書類を市学校教育課教育係に直接提出

してください。
※申請書等は、9月1日（月）以降に、市学校教育課、飯野・
真幸出張所で配布するほか、市ホームページからもダウ
ンロードできます。
申・問市学校教育課 教育係
☎35-3722（直通）

地域・市民観光ゼミナールを開催し
ます

　市では、地域におけるさまざまな情報を市民目線で考
えてもらうことを目的に、「地域・市民観光ゼミナール」
を開催します。
　テーマを4回に分けて実施します。興味のあるテーマ
のみの参加も可能です。「観光」と「旅行」の違いや歴史
など、観光について少しでも興味がある人、詳しく知り
たい人など、ぜひ、この機会に一緒に考えてみませんか。

【日程・テーマ】
［第1回］9月17日（水）「観光はなぜ重要なのか」
［第2回］10月15日（水）「オーバーツーリズム」
［第3回］11月26日（水）「観光の現状」
［第4回］12月17日（水）「やさしい日本語」
【時間】午後6時30分～午後8時
【場所】市文化センター 2階 大研修室
【定員】各回30人（1回のみの参加も可能）

※予約は不要です。開始10分前までに会場にお越しくだ
さい。

【対象】原則市在住者
問市観光商工課 観光係
☎35-1114（直通）
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

15,659人 （前月比 +55人）
男性／7,427人（+43人） 　女性／8,232人（+12人）
転入／114人  転出／38人  出生／6人  死亡／27人

7,649世帯 （前月比 +69世帯）

歓 声 が上 がり盛り上 がりをみ せ た 牛 越 祭 。さ まざ ま な
大 きさの 牛が 丸 太 を 越 えて いくの は、とても 迫 力 が

ありました 。（ 米 原 ）

に ぎ わ い をみせ た 京 町 温 泉 花 火 大 会。例 年 と 違 い、会
場 から離 れて 花 火 を撮 影しました が、目の 前 で見る

迫 力ある美しさとはまた 違った 美しさがありました（ 中川 ）（令和7年8月1日現在）

環境税を活用して実施するもので、皆さんに森林環境に
関心を持ってもらうことを目的に行っているものです。

【開催日】9月28日（日）
【時間】午前9時30分～午後1時［受付］午前9時～
【場所】えびの市大字内竪（西内竪地区）
［集合場所］市役所駐車場

※マイクロバスで現地に移動します。
【定員】30人 ※先着順
【持ってくるもの】作業できる服装、雨具、熱中症対策用

品など
※草刈り鎌、昼食、飲み物は主催者側で準備します。

【申込期限】9月19日（金）
【申込方法】市農林整備課林務係に電話でお申し込みく

ださい。
【その他】・1日保険に加入します。
・悪天候等によっては中止する場合があります。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

「ミニテニス」を体験してみませんか

　市では、生涯スポーツ振興の一環として、ミニテニス
体験交流会を開催します。ミニテニスは、テニスラケッ
トを小さくしたものと、ビニール製の大きなボールを使
い、バドミントンのコートでプレイします。初心者の人、
経験者で再度始めたい人など、ぜひ、ご参加ください。

【開催日等】
［第1回］9月28日（日）飯野駅前地区体育館
［第2回］11月9日（日）真幸地区体育館
【時間】午前9時～正午
【対象者】18歳以上

■ごみのおはなし

問市美化センター　　　☎33-5782

　次のものは、プラスチックでできた品物ですが、
プラスチック製容器包装ではありません。「燃やせ
るごみ」の袋に入れてください。

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

7 月28 日、西 川 北 の 菅 原 神 社
で行わ れた「 牛越 祭 」。迫 力あ
る 牛 の 丸 太 越 え に 歓 声 が 上
がっていました 。

「成人式～ 20th Anniversary ～」を
開催します

　市では、「令和8年成人式～ 20th Anniversary~ 」を開催
します。民法改正に伴い、令和4年4月1日から、成年年齢
が20歳から18歳に引き下げられていますが、市では、年
度内に20歳を迎える人を対象に実施します。

【開催日】令和8年1月5日（月）
【時間】午前10時～［受付］午前9時～
【場所】市文化センター
【対象者】平成17年4月2日から平成18年4月1日までに生

まれた市内在住者、または市内出身者
※進学や就職で転出した人も、えびの市成人式に出席で
きます。

【申込方法】事前申し込みが必要です。令和7年10月時点
で住民登録のある人に、10月中旬に案内を発送する予定
です。案内が届いたら、記載されている申し込みフォー
ムからお申し込みください。
※市外に居住している市内出身者や案内状が10月下旬
以降に届いていない人は、市社会教育課に連絡するか

（随時案内状を送ります）、10月に広報えびのや市ホーム
ページ等に掲載する申し込みフォームからお申し込みく
ださい。

【その他】
・当日、体調不良や発熱症状等のある人は入場をご遠慮
ください。

・着付けやヘアメイク等で店や個人宅に行く場合も、体
調管理に留意してください。

・万が一、成人式が延期や中止となった場合、振袖レンタ
ル費用等の補償はできませんのでご了承ください。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

「成人式～20th Anniversary~」
意見発表者を募集します

　市では、令和8年1月5日開催の成人式で行う「新成人
者意見発表」の発表者を募集します。

【応募資格】平成17年4月2日から平成18年4月1日までに
生まれた市内在住者、または市内出身者で令和8年成人
式に出席できる人

【テーマ】テーマは自由です。「成人を迎えて」「成人になっ
て思うこと」「えびの市の将来」「これからの自分」など、
今思っていることを自由にお書きください。1300 ～
1400字にまとめて、住所・氏名・電話番号を記載したもの
を市社会教育課社会教育係に郵送するか、Word等で作
成したものをメールで提出してください。

【申込期限】10月17日（金）
【打ち合わせ】発表者は、令和8年1月4日（日）に事前打

ち合わせを行います。
【その他】応募多数の場合は、審査のうえ発表者を決定し

ます。その場合、審査結果は11月4日（火）までに本人に
通知します。
※応募原稿は返却しませんので、ご了承ください。
申・問市社会教育課 社会教育係（市文化センター内）
〒889-4311 えびの市大字大明司2146番地2
☎35-2268（課直通）
Eメール shakaikyoiku@city.ebino.lg.jp

「豊かな森林づくり活動」ボランティ
ア参加者募集

　市と特定非営利活動法人NPOえびのでは、次世代に健
全な森を継承するために、植樹地の下草刈環境活動をす
るボランティアを募集しています。これは、宮崎県森林

【プラスチック製の品物の処分にご注意ください】

【参加費】300円（1日保険料）※参加時に徴収します。
【準備するもの】運動のできる服装、体育館シューズ、飲

み物 ※ラケットのない人は、主催者側で準備します。
【申込期限】［第1回］9月22日（月）［第2回］11月4日（火）

申・問えびの市ミニテニス協会
☎37-2247
申・問市社会教育課 市民体育係（市文化センター内）
☎35-2268（課直通）

PP バンド プラスチック製の皿

プラスチックのひも プラモデルの枠

　そのほかにも、弁当のバランや飾り、湿布のフィ
ルム、ジッパー付きの袋などがあります。

市県民税 第2期
国民健康保険税 第2期
後期高齢者医療保険料 第2期
介護保険料 第3期

9月1日（月）までに納めましょう。
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● 9 月の行事予定 ※各行事については、変更になる場合があります。

日付・曜日 行事名・会場・時間
週間・月間行事 市議会議員選挙・市長選挙期日前投票期間（9 月 15 日～ 20 日 市役所 1-1 会議室 8：30 ～ 20：00）
9 月 1 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

9 月 2 日（火）

母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）
臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
スマホ教室（飯野地区コミュニティセンター 11：00 ～ 14：30）※要予約 ☎ 35-3714（企画課情報係）

9 月 3 日（水）

人権相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）
行政相談（市役所 1-2 会議室 10：00 ～ 12：00）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）
臨時ショップ（ソフトバンク（ワイモバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

9 月 4 日（木）
9 月 5 日（金）
9 月 6 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
9 月 7 日（日）

9 月 8 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
臨時ショップ（au（UQ モバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

9 月 9 日（火）

消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
アルコール家族教室（小林保健所 13：30 ～ 15：30）
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）
臨時ショップ（au（UQ モバイル）の日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

9 月 10 日（水） 心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）
9 月 11 日（木） 年金移動相談（市役所 1-1 会議室 10：00 ～ 15：00）※要予約 ☎ 0986-23-2571（都城年金事務所）
9 月 12 日（金）
9 月 13 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
9 月 14 日（日）
9 月 15 日（月）

9 月 16 日（火）

文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
外国人のための日本語交流会（国際交流センター 13：00 ～ 15：00）
農業用廃プラスチック集積日「ポリフィルム・塩化ビニール」（最終処分場 9：00 ～ 15：00 ※塩化ビニールは 13：00 ～）
道の駅定休日

9 月 17 日（水） オレンジカフェよかとこ（図書館学習室 9：30 ～ 11：30）
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）

9 月 18 日（木） 無料法律相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）
9 月 19 日（金）

9 月 20 日（土） 市議会議員選挙・市長選挙臨時期日前投票所開設日（飯野出張所・真幸出張所 9：00 ～ 19：00）
県内一斉消毒の日（畜舎等の消毒を徹底しましょう）

9 月 21 日（日）
市議会議員選挙・市長選挙投票日（市内各投票所 7：00 ～ 18：00）
美化センター稼働日（8：30 ～ 17：00）
家庭の日

9 月 22 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館
9 月 23 日（火）

9 月 24 日（水） 図書館・歴史民俗資料館休館
心配ごと相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：30 ※受付 16：00 まで）　

9 月 25 日（木）

市民交流喫茶（国際交流センター 10：00 ～ 11：30）
公証人無料相談（総合福祉センター 13：30 ～ 16：00）※要予約 ☎ 35-2800（社会福祉協議会）
わかちあいの会［自死遺族のつどい］（小林保健所 13：00 ～ 15：00）
臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）

9 月 26 日（金） 臨時ショップ（ドコモの日）（えびの駅 10：00 ～ 16：00）
9 月 27 日（土） 美化センター稼働日（8：30 ～ 12：00）
9 月 28 日（日） 岡元小学校運動会
9 月 29 日（月） 文化センター・図書館・歴史民俗資料館休館

9 月 30 日（火）
母子手帳交付（こども家庭センター 9：30 ～ 11：00）※要予約 ☎ 35-1707
消費生活相談（市民環境課 10：00 ～ 15：00）
ひきこもり・こころの健康相談（小林保健所 13：30 ～ 15：30）※要予約 ☎ 23-3118
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